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ポリマーの透明性を損なうことなく、希土類ヨウ素酸化合
物のイオン成分を効果的にポリマー表面に配置させること
ができ、効率的に抗菌・抗ウイルス活性を付与する表面を
作ることができる。

抗菌・抗ウイルス活性に関与するイオン成分を水に抽出した液状組成物を用いて、効率的に
抗菌・抗ウイルス活性を付与する技術。

本開発品は科学研究費補助金（課題番号22K18882）にて実施されたものです.

〇無機抗菌抗ウイルス材料
→ 菌やウイルスが耐性を獲得しにくい。
〇従来の無機系抗菌抗ウイルス材料
→ 経時的な着色や活性の劣化、コスト、使用可
能な環境や方法の制限（光の必要性、土壌や
地下水のアルカリ化）等の問題。

→ 表面に無機抗ウイルス材料を露出させること
が困難で、このことが応用上の障害。

〇希土類ヨウ素酸化合物
→ 従来の無機系抗菌抗ウイルス材料の弱点を克
服(Ce(IO3)4, Ce(IO3)3, La(IO3)3) [1]。

→ 抽出液をコーティングするだけで、これらを
表面に配置可能 [2]。

効率的に抗菌・抗ウイルス活性を付与する表面を
作ることが可能

作製したフィルム

フィルムの抗菌・抗ウイルス活性
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